
































































































































































左右前後にジャン ・興味をもってふれ1 プするようにさせ あいジャンプを行



















































































・説明をする。OO［内容］OO ・音楽がかかってい ・音楽に合わせて動る間、タオルを頭 きができる。に乗せたまま歩き、
音楽が止まったら
赤いテープで囲っ
た枠の中（温泉）
に入ることを確認
させる。入れなかっ
た人は教師の真似
・マットをセットする。 をして体を洗うよ
● rいい湯だな」を うにさせる。
流す。 ・広がるように指示
する。
・始めるように指示
圧日田ヨ する。
田ヨ ・温泉に入ったとこ
圧ヨ圧日 ろで音楽を止める。・温泉に入れなかっ
・rばばんばん…」
の歌詞のところで
た子供には「次は 踊っている。
・ずれたマットがあ 入れるようにがん
れば直す。 ばろう。」と声を
かける。
3回行うように指
示する。
・一回も洗わなかっ
た人、温泉に入れ
なかった人がいな
いかを確認し、全
体で体を洗い、全
員で温泉に入るよ
うに指示する。
中央のマットに周
りに全員集まるよ
うに指示する。
整 ・活動の振り ・タオルで水着を作っ?（
返り方 て見せ、「次は海2 に遊びに行こう。」?）
と説明する。
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＜解説＞
（1）rねらい」について……ここでは、授業を行うに当たって、どんな子
供に育って欲しいか、また子供に何を身に付けさせたいかといった目標を
掲げる。その際、幼稚園教育要領や保育所保育指針等に掲げられている
rねらい」やr内容」等を踏まえ、そして幼児の姿、環境構成に鑑みて幼
児に体得させることを掲げる。文末はr～できる。」r～する。」等の表現
にする。
（2）r準備するもの」について……ねらいを達成するために必要な教材や
教具等の資料を具体的に掲げる。
（3）「活動内容」について……表の形式で、本時の学習の全体像がより明
確に分かるように述べる。r過程」は、学習の流れをめやすとして記す部
分である。最も基本的な流れとしては「導入・展開・終末（整理・まとめ
等）」で示される。より具体的に「つかむ・調べる・深める・まとめる」
等と書き込んでもよい。r時間」は、活動の節目に入れる。r指導内容」
「環境構成」「教師の働きかけ」「予想される子供の反応」の部分では、ね
らいに迫るための順序を過程に沿って、それぞれの観点より幼児の活動を
視野に入れながら述べる。r指導内容」の部分では、ねらいを達成させる
ために、どんな内容について理解させるかを明確にし、それを述べる。
「環境構成」の部分では、ねらいを達成するためにどんな環境を用意した
らよいかについて述べる。また、「教師の働きかけ」の部分では、活動の
展開に沿ってねらいが達成されるために保育士がどうすればよいか、その
援助等について述べる。更に、「予想される子供の反応」の部分では、用
意された環境で幼児がどんな活動を展開するかを予想して述べる。この
「活動内容」については、「時間」「環境構成」「予想される子供の活動」
r指導・助言上のポイント」等の項目で述べる場合もある。
この「本時案」についての解説を基に実際の授業を行うに当たっては、
主たる発言・発問計画（具体例を提示して）を考えたり、そして板書計画
を立てたり、更に幼児の活動を支援する作業のプリントを作成したりして
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おく必要がある。授業は保育士の発問を中核にして展開され、特に保育士
の発問が活動の成否を決める鍵であると言われている。授業における保育
士の発言の仕方は、一つ教育技術として重要視されている。次の板書であ
るが、それは教育機器の発達した現在においても、教室で行われる授業に
おいては極めて重要な視覚メディアである。例えば、発言や発問の要点を
学習の流れにしたがって板書することで、活動の道筋が記録され、またそ
れは授業の整理の段階で活動を振り返り、重要事項を確認することにも役
立つのである。今一つの作業のプリントであるが、それは個々人の活動を
意識的に行わせ、そして個に応じてその能力を発揮させるものである。又
幼児がまとめた作業のプリントは、その後の授業の場で個々の学習を全体
の交流の場に生かし、相互啓発し合うものとなる。この作業のプリントは
保育士にとっても活動を展開していく上でとても有効な資料となり得る。
保育士が作業のプリントによって個々の活動の実態を把握することができ
れば、それは個別指導や次の活動の方向や手順を考察する際の重要な資料
となり得るからである。
指導案（本時案）の「ねらい」「準備」「活動内容」等の内容について解
説を行い、そして実際の授業に当たっては発言や発問を検討しておくこと、
板書計画を立てておくこと、作業のプリントを作成しておくこと等につい
て触れた。斯様なことによって受講生である学生は、実際の授業を行う際
には指導の研究を綿密にしておくことの必要性に気付くであろう。
③授業を参観する第三者（観察者）の立場
これは、授業の観察記録を取り、その記録を手掛かりに活動の構造や具
体的な指導法に対する見方や考え方を学び取り、個々の保育の改善に結び
付けようとする立場である。
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皿r授業を見る目」の育成の試み
一まとめにかえて一
受講者である学生は「授業を受ける幼児の立場」「授業を行う保育士の
立場」r授業を参観する第三者の立場」等の三者を運動表現の模擬授業を
行うまでの過程においてそれぞれ体験してきた。これらのことによって受
講者である学生の授業を見る目はいかに育成されたか、以下にその様相を
見てみる、（受講生のレポートより抜粋）
1保育者がどのような声掛けを行うかによって、子どもの動きや楽しみ
方が変化する。声掛けでも、単なる指示や説明だけでなく、子どもを勇気
付ける言葉や応援する言葉等によって、子どもの動きが積極的になったり
活発になったりすることがわかった。事前の発問計画も重要である。また、
人数やその季節などを考慮して、何を狙いとして、どのような内容で進め
ていくかを計画し、考えられる子どもの動きを予想し、授業の一連の流れ
を事前にイメージしておくことも重要であることがわかった。しかし、計
画通りには進まないことも、思いもよらないことも起きる。そのようなこ
とに遭遇した時に、どのように対応をするかで、その後の活動が違ってく
ると感じた。（受講者S．F．：授業を参観する第三者の立場）
2自分が主体的に動いているのは夢中になっている時だった。例えばリ
レーの競争は、勝ちたいという気持ちになって思いっきり動いて夢中になっ
た。夢中になると、終わったあとに満足感を得られることがわかった。幼
児の立場になってみて、自分達でも少し難しいと感じることは、幼児には
難しすぎると思った。最初は簡単な遊びを入れて、できたらもう少し難し
いものにしていくというような配慮が必要だと思った。怪我をしたら楽し
い遊びも台無しになってしまうので、安全な遊びにすると良いと思う。’走
り過ぎないようにコーンを置いたり、勢いがつきすぎる時はスペースを広
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くするとよい。また、教師の説明が長すぎたり難しすぎたりすると幼児に
は伝わりにくいので、簡単にわかりやすく説明したい。さらに、活動して
いる時に幼児は誉められると、より頑張ろうという気持ちになることにも
気付いた。立場を決めて経験することによって、いろいろ気付くことがあっ
た。（受講者K．O．：授業を受ける幼児の立場）
3幼児のあらゆる行動を予測し、事故や怪我を未然に防ぐように声掛け
や環境構成を行う。幼児の集中力を保つためにも、簡単にわかりやすく説
明する。この際、幼児のやりたいという興味を引き出すような声掛けも大
切である。幼児がうまくできたら誉めて自信をもつようにし、そしてうま
くできないようであれば励ましたりヒントを与えたりする。幼児に遊びの
説明をする際や話をする際、授業者は立つ位置を考える必要がある。めり
はりのある声出しは重要である。遊びは幼児の発達や興味にあったもので
あったか、また幼児の満足感を得られるものであったかなど幼児の立場に
なって考えることが重要である。実践から、以上のようなことを学びまし
た。（受講者S．K．：授業を行う保育士の立場）
4勝った時と負けた時とでとても表情が変わることがわかった。勝った
方はすごく楽しそうな顔をしていた。負けた方は下を向きつまらなそうな
顔をしていた。勝負をして活動をそれで終わりにするのではなく、負けた
ほうにリベンジさせたり、勝つための練習をさせたりするべきであると思っ
た。子どもは夢中になっているときほど周りが見えず、衝突がおきやすい
ことが第三者の立場で見るとわかる。授業内で集中させたいときにはサプ
ライズや手品などが有効と知った。第三者の立場で見ることは大切である。
（受講者J．O．：授業を参観する第三者の立場）
5長い列を作ってしまうと子どもは前がどうなっているかがわからない。
短い列にして、全員の子どもが前後左右見えるように並ばせることで、子
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どもはその活動に対して興味や関心を示すと思う。勝った時、負けた時の
子どもの気持ちは全然違う。授業は、総べての子どもが満足して終わるよ
うに工夫する必要があるが、競争をして負けたとしてもその頑張りの様子
を誉めたり、また全員が勝てるような工夫をすることを友達同士で話合い
をさせたりするべきであると思う。真ん中に教師が立つと、教師の背後に
いる子どもは教師の声が聞こえない。また、教師に見てもらえないことで
仲間はずれのように感じるかもしれない。そのため、教師は立つ位置に気
を付けて、全員に声が届くようにするべきだと思った。全体に掛ける声だ
けでなく、個別にかける声で、子どもはr私を見てくれていたんだな。」
という満足感を得ることが分かった。特に誉められると意欲が増すように
思う。子どもと同じ方に教師が向いていると子どもも自然と教師の話を聞
こうと思うようになる。しかし、教師が道具を使ったりして説明をする場
合は、座って同じ目線にするよりも全体に向かった方が良い。体操の際に
は子どもが知っている曲を使う方が良いと思った。それは子どもがリズム
にのりやすいからである。繰り返しのほうが動きは覚えやすい。教師がしっ
かり見本を見せることが大切だと感じた。言葉だけでは理解しにくいので
具体的な見本は一番わかりやすい。「こっち、あっち。」ではわからないの
で具体的にr赤いコーンのところ」のような言葉掛けがわかりやすい。具
体的でわかりやすい指示、説明はとても重要だと思った。（受講者A．Y．：
授業を受ける幼児の立場）
6声掛けひとつで子どもの動きは変わり、誉めることで更に次の活動も
意欲的になることがわかった。私はよく皆を誉めるようにした。そうすれ
ば、その子どもをモデルにして他の子どものやる気を引き出せるかもしれ
ない。実践前に練習をした時、ゲームの仕方がわかりやすいように説明で
きず苦労した。だらだらと長く説明せず、短く説明するようにした。これ
が良かったと思う。．教師の説明の仕方の上手下手で子どもの意欲は変わる
ように思った。保育をすることで精一杯で後の子どもの方まで気がまわら
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なかった。後ろの子どもがどのように動いていたのか自分はぜんぜん見て
いなかったことに気づいた。r後の人にも聞こえてますか。」と一言声をか
けるだけで子どもの気持ちは変わるだろう。自分もちゃんと見てもらえて
いると思うからである。全体を見渡せるような余裕が欲しいと思った。模
擬授業のような実践をする機会がもっとあればいいと思う。前に出て指導
することに慣れ、自分に自信をつけたいと思った。（受講者S．K。：授業
を行う保育士の立場）
全員のレポートを考察した結果、受講者の感想や考えは、r授業設計力」
に関するものとr授業実践力」に関するものに分けることができる。まず
前者の保育計画力としては、r運動内容」r実践の流れ」r環境構成」r発問
計画」r安全への配慮」の5項目に関することが多くあげられた。
（1）運動内容
興味を惹きつけられるようなものであること、能力差が出ないこと、
偏りが無く子供の身体を満遍なく発達させるものであること、個人運
動と集団運動のバランスをとること、達成感・満足感を得られるもの
であること、子供の身体と精神の発育発達に応じていること、季節感
やストーリー性を感じさせるものであること等があげられた。
（2）実践の流れ
強度の強い運動の後には弱いもの、立って行う活動のあとには座っ
て行うものなどを組み合わせて、緩急に富みめりはりのある流れにす
ることがあげられた。
（3）環境構成
安全への配慮を含め、子供の興味関心を引き出すような構成にする
ことがあげられた。
（4）発問計画
子供の自主性や興味関心を引き出すような発問を準備することがあ
げられた。
一38一
「授業を見る目」の育成
（5）安全への配慮
環境構成以外にも、実践の流れなどに気を付けることがあげられた。
一方後者の保育実践力としては、「声掛けのテクニック」「臨機応変な対
応」r安全への配慮・目配り」r子供達の様子の観察」「教師の態度」の5
項目に関することが多くあげられた。
（1）声掛けのテクニック
指示や説明に関する声掛けでは、手短にわかりやすく、明確に、ゆっ
くりと話すことが大切であることがあげられた。また、励ましや誉め
る言葉が大切であること、いけないことをした時には叱ることが大切
であることがあげられた。
（2）臨機応変な対応
子供相手の実践では、計画通りには進まないことがままあることが
あげられた。
（3）安全への配慮・目配り
全体を見渡すことがなかなか難しいことがあげられた。
（4）子供達の様子の観察
子供の個人差に気を付け、一人一人を満遍なく見ることの重要性が
あげられた。
（5）教師の態度
常に笑顔を絶やさず、明るく誠実に対応し、親切で優しい雰囲気を
醸し出すように努めることが大切であることがあげられた。
注
（1）日本教職員組合『教職評論』編集委員会『教育評論通巻605号』pp．24－25
（2）同上書p．35
（3）同上書p．40
（4）同上書p．36
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